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田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が

　
　
　
　
　
見
頃
で
す

　

瀬
峰
泉
谷
地
区
の
田
ん
ぼ
で
は
、

５
色
の
稲
で
描
い
た
「
ね
じ
り
ほ

ん
に
ょ
」
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ア
ー
ト
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
８
年
前

に
、
瀬
峰
地
区
の
循
環
型
農
業
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
は
じ
ま
り
ま
し

た
。

　

５
月
に
は
、
小
牛
田
農
林
高
校

の
生
徒
が
植
え
付
け
の
測
量
を
し
、

瀬
峰
中
学
校
の
生
徒
や
近
隣
の
親

子
、
小
学
生
が
田
植
え
を
し
ま
し

た
。
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平
成
26
年
度
「
農
業
委
員
会
だ
よ

り
」
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
宮
城
県
代

表
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
全
国
43
市
町

村
農
業
委
員
会
の
中
か
ら
、「
く
り

は
ら
し
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
、

全
体
の
第
２
位
、
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

受
賞
内
容
は
、
農
業
委
員
が
一
丸

と
な
っ
て
耕
作
放
棄
地
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
遊
休
農
地
解

消
活
動
の
内
容
や
写
真
を
含
め
た
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

栗
原
市
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
は
、

組
織
の
農
政
活
動
の
紹
介
や
、
推
進

し
て
い
く
状
況
な
ど
、
農
業
お
よ
び

農
業
者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

た
め
の
「
情
報
誌
」
と
し
て
創
刊
さ

れ
、
農
業
委
員
自
ら
が
中
心
と
な
っ

て
発
行
し
、
栗
原
市
民
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
受
賞
に
恥
じ
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
（
菅
原
英
俊
編
集
委
員
長
）

平
成
27
年
度
　
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

力
を
結
集
し
農
業
の
現
場
の
声
を
農
政
に
反
映

　
　
　

５
月
28
日
（
木
）
／
日
比
谷
公
会
堂
（
東
京
都
）

く
り
は
ら
し
農
業
委
員
会
だ
よ
り

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で『
優
秀
賞
』を
受
賞
！

　
　
　

４
月
８
日
（
水
）
／
椿
山
荘
（
東
京
都
）

▲表彰を受ける菅原編集委員長

　

大
会
は
、
全
国
の
農
業
委
員
会
会

長
２
，
０
０
０
余
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
午
前
に
は
、
宮
城
県
選
出
の

衆
参
両
国
会
議
員
へ
三
班
に
分
か
れ
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
国
会
決
議

の
絶
対
遵
守
」
な
ど
の
要
請
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
大
会
は
、
農
林
水
産
大
臣
、

衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
進
捗
状
況

や
農
協
改
革
法
案
等
の
国
会
で
の
審

議
状
況
の
一
端
に
つ
い
て
、
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
に
は
、
壇
上
に
50

名
以
上
の
衆
参
両
国
会
議
員
が
並
び

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
公
務
の
為
と

し
て
、
ま
も
な
く
退
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
全
国
農
業
委
員
会
の

会
長
が
一
堂
に
会
し
、
熱
の
こ
も
っ

た
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
会
場
の

模
様
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
、
何
と
言
っ
て
も
今
大
会
の

意
義
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
現

在
の
厳
し
い
農
業
情
勢
を
認
識
さ
れ

て
い
る
の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
で
残

念
な
姿
で
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
農
業
を
守
る
の
は
我
々
農

業
人
で
あ
り
、
決
し
て
壇
上
の
方
々

で
は
な
い
と
痛
感
し
た
一
日
で
し
た
。

栗
原
市
農
業
委
員
会

 
会
長 

鈴
木 

康
則

▲TPP交渉において国会決議の遵守を求める要請を決議した。

◀
農
業
委
員
の
活
動
が
良
く
わ
か
る
と

　
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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仙
台
市
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ

デ
ィ
ス
21
総
会
及
び
研
修
会
が
、
県

内
の
女
性
農
業
委
員
54
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
農
業
会
議
参
与
粟
野

氏
よ
り
農
業
委
員
会
組
織
の
基
本
的

な
取
組
み
・
制
度
改
革
等
を
巡
る
情

勢
や
農
業
委
員
会
法
等
の
内
容
、
要

点
や
課
題
に
つ
い
て
事
細
か
に
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
当
委
員
会
の
千

葉
優
子
委
員
か
ら
「
花
山
を
愛
し
て

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動
と
農
業

振
興
」
と
題
し
、
区
長
な
ど
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
農
村
活
性
化
に
取

り
組
ま
れ
た
こ
と
を
、
ま
た
仙
台
市

農
業
委
員
の
庄
子
妙
子
さ
ん
か
ら
は
、

酪
農
家
と
し
て
若
手
酪
農
家
へ
の
経

営
支
援
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
推

進
、
県
内
の
酪
農
家
全
体
の
ゆ
と
り

あ
る
営
農
環
境
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。
お
二
人
が
発
表
さ

れ
た
活
動
は
地
域
振
興
に
対
し
て
パ

ワ
ー
あ
ふ
れ
る
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、

参
加
者
皆
さ
ん
に
も
強
く
伝
わ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

女
性
農
業
委
員
県
内
81
名
の
、
今

後
の
、
活
動
の
足
が
か
り
と
な
る
研

修
会
で
し
た
。

女
性
農
業
委
員
等
研
修
会

農
業
委
員
会
制
度
改
革
を
巡
る
情
勢
な
ど
を
研
修

　
　
　

６
月
23
日
（
火
）
／
ホ
テ
ル
白
萩
（
仙
台
市
）

▲全国表彰を受けたこれまでの活動の事例
　発表する千葉優子委員

栗
原
市
農
業
委
員

 

佐
竹
き
み
子

　

６
月
22
日
、
若
柳
有
賀
地
区
の
鈴

木
伸
さ
ん
・
和
恵
さ
ん
ご
夫
婦
の
家

族
経
営
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
家
族
経
営
協
定
は
、
農
業
経

営
の
目
標
や
計
画
、
家
族
間
で
の
役

割
分
担
な
ど
を
文
書
に
し
、
明
確
に

す
る
も
の
で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
今
後
新
た

に
小
松
菜
な
ど
の
露
地
栽
培
を
始
め

る
そ
う
で
す
。

　

協
定
書
の
調
印
を
機
会
に
、
経
営

が
早
く
軌
道
に
乗
る
よ
う
、
決
意
を

新
た
に
、
家

族
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い

と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

美
里
町
「
菜
園
レ
ス
ト
ラ
ン
野
の

風
」
に
お
い
て
、
み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ

デ
ィ
ス
21
の
役
員
と
宮
城
県
農
林
水

産
部
長
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
栗
原
市
か
ら
は
鈴
木
春
江
委
員

が
出
席
し
、
栗
原
市
の
女
性
農
業
委

員
の
活
動
を
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
女
性
農
業
者
や
女

性
農
業
委
員
と
し
て
の
意
見
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

※
み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21
は
県
内
の

　

女
性
農
業
委
員
で
組
織
す
る
団
体
で
す
。

▲
協
定
書
に
調
印
さ
れ

　
た
鈴
木
さ
ん
ご
夫
婦

家
族
の
約
束

 

『
家
族
経
営
協
定
』

県
農
林
水
産
部
長
と
の
懇
談
会

活
動
事
例
を
発
表
す
る

　

６
月
11
日（
木
）／
菜
園
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

野
の
風（
美
里
町
）

▲事例発表した鈴木春江委員



　

大
崎
市
農
業
委
員

会
農
政
部
会
と
の
懇

談
会
が
、
大
崎
市
農

業
委
員
18
名
、
栗
原

市
農
業
委
員
15
名
の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
崎
市
は
平
成
18

年
に
１
市
６
町
で
合

併
し
、
東
部
と
西
部

の
２
つ
ご
と
、
ま
た
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り

に
つ
い
て
は
６
ペ
ー

ジ
で
構
成
さ
れ
年
間
２
回
、
１
月
と
９
月
に
発
行
さ
れ
、

そ
の
他
に
農
作
業
標
準
賃
金
表
を
２
月
に
配
布
し
て
い
る

と
の
説
明
で
し
た
。

　

ま
た
、
放
射
能
被
害
に
つ
い
て
は
、
狩
野
和
義
農
政
委

員
長
が
、
最
終
処
分
場
建
設
反
対
を
熱
く
語
り
、
大
崎
市

に
お
い
て
も
加
美
町
の
下
流
地
帯
で
あ
り
、
農
業
へ
の
影

響
は
大
き
く
、「
断
固
反
対
で
あ
る
！
」
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
建
設
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
米
山
嘉
彦
委
員
）
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▲大崎市農業委員と意見交換

　

栗
原
市
農
業
委
員
会
の
平
成
27
年
第
３
回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
農
業
委
員
会
の
適
正
な

事
務
実
施
を
図
る
た
め
「
平
成
26
年
度
の
目
標
及
び
そ
の

達
成
に
向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価
」
及
び
「
平
成
27
年

度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
」
に
委
員

の
熱
心
な
審
議
が
な

さ
れ
、
活
動
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
経
営

者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
が
進
ん
で
お

り
、
認
定
農
業
者
や

担
い
手
の
確
保
・
育

成
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
地
中
間
管
理

事
業
・
農
地
移
動
適

正
化
あ
っ
せ
ん
事
業

な
ど
の
積
極
的
な
有

効
か
つ
有
利
な
利
用

調
整
を
図
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

（
及
川
正
一
委
員
）

栗
原
市
農
業
委
員
会
総
会

農
業
委
員
会
事
業
の
目
標
と
活
動
計
画
を
決
定

６
月
29
日（
月
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

大
崎
市
農
業
委
員
会
農
地
部
会
と
の
懇
談
会

情
報
共
有
し
、農
業
委
員
の
資
質
向
上
へ

６
月
８
日（
月
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

　

栗
原
農
業
共
済
組
合
の
合
併
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
推
薦
の
曽
根
俊
範
委

員
（
志
波
姫
）
が
退
任
し
、
６
月
１

日
か
ら
新
た
に
宮
城
県
農
業
共
済
組

合
か
ら
尾
崎
昭
一
委
員
が
推
薦
さ
れ

就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

農
業
共
済
組
合
推
薦

 

新
農
業
委
員
の
紹
介

　

阿
部
政
紀
委
員
が
４
月
18
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
平
成
20
年
か
ら
栗

原
市
農
業
委
員
を
３
期
務
め
ら

れ
、
市
政
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

阿 

部 

正 

紀 

委
員

　
　

  

逝
去
さ
れ
る

尾崎昭一委員
（一迫地区）

第１農地部会所属

▲45名の農業委員が一堂に会し開催された総会
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農地を貸付けしたいとお考えの方へ・・・

農地中間管理事業を活用して農地を貸しませんか？
　農地の中間的受け皿である農地中間管理機構（農地バンク）の取組が平成 26 年４月から
始まり１年が経過しました。この制度は公的機関の（公社）みやぎ農業振興公社が農地を
貸したい農家と受けたい農家の間に立ち、貸し借りを円滑に行う新たな仕組みです。地域
の窓口として、栗原市・栗原市農業委員会・ＪＡ栗っこが業務に当たっています。
　後継者が不在あるいは農業を継いでもらえるのか「今後の営農が不安」な方や「農業機
械の更新の時期で悩んでいる」方等は、ぜひ本制度をご検討ください。農地を貸し出し、
農業をリタイヤした農家には、面積に応じて協力金が交付される支援もあります。

農地中間管理事業の問い合わせ先

宮城県農地中間管理機構公益社団法人みやぎ農業振興公社　TEL022-275-9192
宮城県北部地方振興事務所栗原地域事務所農業振興部　　　TEL0228-22-2268
栗原市産業経済部農林振興課　　　　　　　　　　　　　　TEL0228-22-1135
栗原市農業委員会事務局　　　　　　　　　　　　　　　　TEL0228-42-1239
栗っこ農業協同組合営農部営農企画課　　　　　　　　　　TEL0228-23-2106

農地の貸し借りの仕組み

出
し
手

受
け
手
（
担
い
手
）

市町村
農業委員会
ＪＡ等へ
相談

機構へ
貸付け

注）農用地として利用
が困難な場合や、該当
区域の受け手リストに
候補者がいない場合な
どは、すぐには借受け
せず、貸付希望者リス
ト（出し手リスト）に
掲載してマッチング
活動を継続します。

農地中間
管理機構

（農地集積バンク）

①出し手から農
　地を借受け

②受け手（認定
　農業者等）へ
　の農地集積に
　配慮し貸付

①交付対象者
　「経営転換する農業者」
　「リタイヤする農業者」
　「農地の相続人」

②交付要件
　・全農地を10年以上機構に

貸し付け、かつ当該農地
が機構から一筆でも自分
以外の経営体に貸し付け
られること

　　（集落営農と特定農作業
委託契約を10年以上締結
した場合も対象）

③交付単価
　0.5ha以下　  30万円/戸
　0.5ha超2ha以下
　　　　　　　50万円/戸
　2ha超　　　 70万円/戸

機構から
借受け

農用地利用
配分計画案
（市町村作成）

農用地利用
配分計画の
公告（県）

「経営転換協力金」
【個人タイプ】

　この制度に関するご質問やご相談については、下記のとおり相談窓口を設置しており
ますのでお問い合せください。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

指導対象農地
①１年以上耕作されず、続く見込み
②周辺と比べ低利用
③その他違反転用など

○下記に該当する農地については、
　農業委員会が所有者等へ

　　　　　　　　　　　　します。

農地パトロール
（利用状況調査）
農地パトロール
（利用状況調査）

　今年も市内の農地が　　　　　　　　　　　　　　　　　を
調査します。
　農業委員が農地パトロールを実施し、『遊休農地の把握と
発生防止』、『農地の違反転用発生防止』を重点的に
取り組んでいます。

適正に利用されているか適正に利用されているか

適正利用について指導適正利用について指導

を実施します!を実施します!
８月～11月は農地パトロール月間

８月～11月は農地パトロール月間

▶
昨
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

耕作放棄地再生利用緊急対策を活用しませんか？耕作放棄地再生利用緊急対策を活用しませんか？
耕作放棄地を再生し、作物を生産する取り組みを支援しています。
昨年度、栗原市では２件（105ha）がこの事業により耕作放棄地を再生
しています。  事業の着手前に 農業委員会事務局までご相談ください。事業の着手前に

※１「土づくり」は、肥料、
　　有機質材の投入、
　　緑肥作物の栽培等
※２「主食用米及び畑作物の
　　所得補償交付金の対象作
　　物」と「米・水田活用の
　　所得補償と交付金の交付
　　対象農地」は支援対象外

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

土づくり※1

作物の作付け※2

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

＜障害物除去実施年度＞５万円 /10a

＜障害物除去実施年度＞補助率 1/2以内等

◆チェックリスト方式の簡素な実績報告

◆総費用の積み上げによる清算
※「障害物除去等＋土づくり」の経費が10万円 /10a を超える場合

再生作業
＜翌年度に必要な場合＞
2.５万円 /10a

＋

＋

荒廃農地



農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９
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農
家
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ａ Ｑ　　
　

農
地
を
売
買
す
る
場
合
、

　
　

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

　
　

か
。

　
　
　

農
地
を
売
買
（
賃
貸
借
に

　
　

つ
い
て
も
同
じ
）
す
る
時
は
、

耕
作
目
的
の
売
買
で
あ
る
場
合

は
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
許
可

を
、
農
地
以
外
に
転
用
す
る
目

的
の
売
買
で
あ
る
場
合
は
農
地

法
第
５
条
に
よ
る
許
可
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

許
可
を
受
け
な
い
で
売
買
契

約
し
、
代
金
を
支
払
い
、
農
地

の
引
き
渡
し
を
受
け
た
と
し
て

も
、
法
律
上
は
そ
の
所
有
権
の

移
転
は
効
力
を
生
じ
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
所
有
権
移
転
登
記
の

申
請
に
も
農
地
法
の
許
可
等
が

あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
情
報
を

添
付
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
許
可
等
が
な
い
と
登

記
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農業者年金をもらっている方は ･･･
　平成 14 年前に農業者年金に加入しており納付の要件を満たしている方
は、旧制度により、農業経営を続けながら受給できる「老齢年金」か、農
業経営を後継者等に移譲して受給する「経営移譲年金」のどちらかを受給
できます。年金受給時の留意点には次のようなものがあります。

経営移譲年金の受給者は農地の移動にご注意を！

　この年金の裁定請求する際に、後継者等へ処分した農地はその契約期間（10年～ 20年）は、「処
分対象農地」とされており、基本的に移動（増減）が認められません。
　仮に移動があれば、農業者年金基金に届出が必要となり、老齢年金の受給に切り替わるため、年金
額が下がります。これは、農業経営を再開した場合も同じです。

　年金の変更額は個人ごとにそれぞれ異なり、また手続きする内容や対応も異なる場合がありますの
で、農業委員会にお問い合わせください。
※後継者が農業をできない状態になったり、亡くなった場合も手続きが必要です。
※相続等により農地が増えた場合は、農地の耕作権について適切に手続を行えば経営移譲年金の受
　給を継続できますので、すみやかに農業委員会へご連絡ください。

　　経営移譲した場合には、後継者等へ農地の処分のほか、下記の名義を変更する必要があります。
　これらの名義が戻りますと、農業経営再開ととらえられますので、ご注意ください。
　　ア）農業共済加入名義　イ）米の生産調整助成金の申請名義　ウ）農業所得の納税申告名義
　　エ）土地改良区の組合員名義　オ）農業協同組合の組合員名義

農地を貸したい・借りたい・買いたい・売りたい・・・

ちょっと待ってください
その農地は経営移譲年金の「処分対象農地」として登録されていませんか？

経営移譲年金は、農業経営から引退することが受給要件です。



ファームイン かわせみ
☎0228-42-2194

《定休日》月曜・火曜 年末年始 農繁期

ファームイン かわせみ
☎0228-42-2194

《定休日》月曜・火曜 年末年始 農繁期

　平成26年11月10日に栗原市
金成上富田にオープンした「農
家民宿ファームインかわせみ」
を紹介します。開業された多
田清子さん（金成畑２）に話
を聞いてみました。
　元々、農家民宿に興味があ
り、退職後に何かしたいと考
えていた時に農家民宿の講座
に参加したことが開業へと繋
がったそうです。
　多田さんは、「民宿のお客様

には、周辺の里山散策や郷土
料理を一緒に作るなどの体験
を提供していきたい。例えば、
田植え体験したお客様には稲
刈りの体験もしていただき、
そのお米を味わってもらいた
い。そして、たくさんの方に
栗原市に来ていただいて栗原
を満喫してもらいたい」と話
されていました。

　（取材：佐藤勝委員）

▲裏の小川で
　かわせみが見れることも・・・

農家民宿 み～つけた!!

※宿泊は完全予約制　３日前までにご連絡ください。
※料金は、１泊２食付 大人 6,700 円

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

若
柳
畑
岡
地
区
の
若
柳
蓮
根

栽
培
組
合
（
組
合
長 
狩
野
幸

四
郎
さ
ん
）
で
は
、
平
成
23
年

か
ら
組
合
員
５
名
で
「
伊
豆
沼

れ
ん
こ
ん
」
の
生
産
販
売
を
し

て
い
る
。

　

茨
城
県
土
浦
な
ど
へ
の
先
進

地
視
察
で
指
導
を
受
け
、
昨
年

か
ら
栗
原
市
６
次
産
業
化
推
進

事
業
を
活
用
し
「
伊
豆
沼
れ
ん

こ
ん
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
は
栽
培
面
積
を
90
ａ
増

や
し
、
４
ha
の
転
作
田
に
れ
ん

こ
ん
を
作
付
け
し
た
。
９
月
か

ら
は
出
荷
も
始
ま
る
。

　

完
熟
堆
肥
や
鶏
糞
、
有
機
肥

料
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
安
全

で
安
心
な
食
味
の
良
い
れ
ん
こ

ん
を
県
内
外
の
ス
ー
パ
ー
や
ホ

テ
ル
、
学
校
給
食
へ
も
提
供
し

て
い
る
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、「
や
っ

と
軌
道
に
乗
っ
て
走
り
出
し
た

と
こ
ろ
。
１
人
よ
り
も
５
人
の

力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
、
れ

ん
こ
ん
の
需
要
も
多
く
完
売
状

態
で
あ
る
。
組
合
員
が
増
え
れ

ば
も
っ
と
大
き
く
で
き
る
。
こ

の
伊
豆
沼
れ
ん
こ
ん
を
栗
原
市

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
さ
せ

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

青
々
と
し
た
水
田
に
淡
い
緑
色
の

稲
穂
が
顔
を
出
し
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
平
年
よ
り
生
育
が
良
好
と

い
う
こ
と
で
ホ
ッ
と
一
安
心
し
、
豊

作
へ
の
期
待
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
誰
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
農
地
の
地
目
や
面
積
、
貸
し
借

り
な
ど
の
情
報
が
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
是
非
積
極
的
に
活

用
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

 

（
氏
家
勝
子
委
員
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良
質
な
堆
肥
で
甘
く
て
お
い
し
い
れ
ん
こ
ん
栽
培

左
か
ら
狩
野
幸
四
郎
さ
ん
、
大
場
勝

見
さ
ん
、
千
葉
仁
さ
ん
、
黄
海
啓
一

さ
ん
。
他
に
反
田
朝
二
さ
ん
の
５
名

で
生
産
し
て
い
ま
す
。

▲泥んこになりながら田植えをする子供達

瀬
峰
泉
谷
地
区
で
行
わ
れ
た

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
田
植
え
風
景


